
平成３０年度決算（自 平成３０年４月１日 至 平成３１年３月３１日）

 (1) 貸借対照表（平成３１年３月３１日現在）    （単位 円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

区分 科  目 金  額 区分 科  目 金  額 

流

動

資

産

1 現金・預金 133,119,572

流

動

負

債

1 1年以内返済

の長期借入金

46,500,000

2 売 掛 金 6,802,028

3 棚 卸 資 産 237,313 2 リース債務 1,774,520

4 前 払 費 用 107,794 3 買 掛 金 9,850

5 未 収 収 益 641 4 未 払 金 14,208,590

6 未 収 入 金 1,784,243 5 未 払 費 用 1,414,472

7 仮 払 税 金 810 6 前 受 金 4,304,640

7 短期借入金 9,620,000

8 預 り 金 382,733

9 未 払 法 人 税 等 3,647,600

10賞与引当金 1,304,302

11未払消費税等 2,288,100

計 142,052,401 計 85,454,807

固

定

資

産

1 建 物 1,167,765,030 固
定
負
債

1 リース債務 0

2 建物付属設備 155,244,361 2 長期借入金 0

3 構 築 物 17,649,107 計 0

4 機械及び装置 2,890,062 負債合計 85,454,807

5 工具器具備品 42,935,920 純 資 産 の 部 

6 電話加入権 72,800 区分 科  目 金  額 

7 リース資産 1,289,170 株
主
資
本

1 資 本 金 1,030,000,000

8 ソフトウエア 700,201 2 繰越利益剰余金 424,756,245

9 建設仮勘定 9,612,000 計 1,454,756,245

計 1,398,158,651 純資産合計 1,454,756,245

資産合計 1,540,211,052 負債・純資産合計 1,540,211,052



(2) 損益計算書（自 平成３０年４月１日 至 平成３１年３月３１日） 

                          （単位 円） 

科       目 金   額 

売 上 高 309,257,195

売 上 原 価 140,940

売 上 総 利 益 309,116,255

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 356,158,064

営 業 利 益 △47,041,809

営 業 外 収 益 3,190,132

 受 取 利 息 4,615

 雑 収 入 3,185,517

営 業 外 費 用 1,183,489

 長 期 借 入 金 利 息 1,111,790

 短 期 借 入 金 利 息 71,699

経 常 利 益 △45,035,166

税 引 前 当 期 純 利 益 △45,035,166

法人税、住民税及び事業税 1,072,500

当 期 純 利 益 △46,107,666



平成３０年度事業報告 

当社は、富山市から指定管理者の指定を受けている「富山国際会

議場の管理運営」と固有の事業である「駐車場の運営」を二本の柱

として事業を展開してきた。 

事業の遂行にあたっては、国際会議場施設及び駐車場施設が一体

的・効率的に機能するよう種々の措置を講じるとともに、コンベン

ション誘致等の営業活動をはじめ会議場施設利用のコーディネート

等に努めた結果、富山国際会議場は広く周知されるようになり、学

会、講演会、諸会議、展示会等の幅広い催事で利用された。 

国際会議場施設の利用率については、利用用途の高い多目的会議

室が７９．２％、メインホールが５６．４％、その他が６４．２％

であり、全体では７０．０％であった。 

当社所有の駐車場については８６，９７４台の利用があり、会議

場利用者はもとより、隣接するＡＮＡクラウンプラザホテル富山の

利用者等にも広く利用された。 

コンパクト デリ トヤマの営業については、ケータリングの利用

を積極的に働きかける等集客力の向上に取り組み１８，１７４千円

の売上収入があった。 


